
千
歳
川
放
水
路
計
画
、

そ
の
問
題
点
は
何
か

◎
八

木

健

三

は

じ

め

に

一
九
八

一
年
八
月
三
～
五
日
及
び
同
二

一

～
二
三
日
の
二
度
に
わ
た
る
石
狩
川
水
系
流

域
の
大
水
害
を
う
け
て
、
八
二
年
三
月
建
設

省
河
川
局
は

「石
狩
川
水
系
工
事
実
施
基
本

計
画
」
を
決
定
し
、
最
も
重
要
な
水
害
防
止

策
と
し
て

「千
歳
川
放
水
路
計
画
」
を
提
案

し
た
。
現
在
北
流
し
石
狩
川
と
合
し
日
本
海

に
注
ぐ
千
歳
川
を
、

一
八
○
度
方
向
を
か
え

て
南
に
流
し
太
平
洋
に
注
が
せ
る
と
い
う
計

画
で
あ
る
。
こ
れ
が
発
表
さ
れ
る
や
、
石
狩

川
流
域
の
水
害
を
防
止
す
る
キ
メ
手
に
な
る

と
す
る
賛
成
の
声
が
上
る

一
面
、
大
規
模
な

自
然
改
造
が
こ
の
地
域
の
自
然
環
境

と

く
に
ウ
ト
ナ
イ
湖
と
周
辺
の
湿
原
に
潰
滅
的

打
撃
を
与
え
、
さ
ら
に
農
業
や
漁
業
等
に
重

大

な
影
響

を

及
ぼ

す
と

し

て
、
農

民

・
漁

民

を

は
じ

め
自
然

に
関

心

を
も

つ
市

民

の
間
か

ら

、
激

し

い
反

対
論

が

わ

き
起

る

に

い
た

っ

た

。わ
れ

わ
れ

は
広

い
分

野

か
ら

こ

の
計
画

の

問

題
点
を

吟
味

し

、

そ

の
結

果

に
も

と
つ

い

て
本

計

画

の
再

検
討

を

要
請

す

る
。

札
幌
-
苫
小
牧
低
地
帯
の
自
然
史

千
歳
川
放
水
路
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
石

狩
平
野
南
部
と
勇
払
平
野
お
よ
び
こ
れ
を
つ

な
ぐ
駒
里
の
丘
陵
地
か
ら
な
り
、
一
般
に
札
幌

-
苫
小
牧
低
地
帯
と
よ
ば
れ
て
い
る
(図
1
)。

こ
れ
は
最
高
点
が
駒
里
の
三
角
点
二
九

・
三

舜
に
す
ぎ
な
い
低
地
だ
が
、
海
成
の
堆
積
岩

か
ら
な
る
中
部
北
海
道
と
火
山
岩
類
か
ら
な

る
グ
リ
ン
タ
フ
地
域
の
西
南
北
海
道
を
分
つ

構
造
帯
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

実
は
こ
の
地
帯
は
第
三
紀
か
ら
第
四
紀
に
か

け
て
は
海
に
お
お
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て

陸
地
と
な
り
、
そ
こ
に
支
笏
火
山
の
活
動
が

激
し
く
起

っ
て
こ
の
低
地
帯
の
大
半
を

一
四

六
立
方
キ
。に
も
及
ぶ
大
量
の
火
山
灰
や
軽
石

で
お
お
っ
た
。
こ
れ
が
支
笏
火
砕
流
堆
積
物

で
、
今
か
ら
三
万
九
〇
〇
〇
年
か
ら
三
万
年

位
前
に
噴
出
し
た
も
の
だ
。
さ
ら
に
こ
の
支

笏
火
砕
流
を
お
お
っ
て
恵
庭
岳
と
樽
前
山
の

火
山
灰
が
堆
積
し
て
い
る
。
国
道

一
二
号
線

の
切
割
で
、
白

い
支
笏
火
山
灰
の
上
に
、
茶

色
や
赤
褐
色
の
火
山
灰
が
縞
の
よ
う
に
見
え

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

最
近
、
地
下
資
源
調
査
所
が
苫
小
牧
を
中

心
と
す
る
勇
払
平
野
で
行

っ
た
多
数
の
ボ
ー

リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
か
ら
支
笏
火
山
噴
出
物
の

基
底
の
地
形
を
推
定
す
る
と
、
馬
追
丘
陵
と

野
幌
丘
陵
の
間
に
谷
の
地
形
が
あ
り
、
苫
小

牧
西
方
で
太
平
洋
に
連
ら
な
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な

っ
た
(松
下
ら

・
一
九
八
五
)。

つ
ま
り
四
万
年
以
前
こ
の
低
地
帯
に
は
石
狩

川
が
流
れ
、
太
平
洋
に
注
い
で
い
た
の
だ
。

そ
の
後
支
笏
火
砕
流
が
こ
の
谷
に
流
れ
こ
み
、

石
狩
川
を
堰
き
止
め
た
と
き
に
、
お
そ
ら
く

千
歳
付
近
か
ら
幌
向
方
面
に
か
け
て
一
時
的

に
広
大
な
湖
が
生
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
や

が
て
こ
の
湖
が
野
幌
丘
陵
の
北
部
を
つ
き
破

り
石
狩
湾
に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

A
7日
の
石
狩
川
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
の
結
果

千
歳
-
駒
里
の
分
水
界
が
つ
く
ら
れ
、
美
々

川
や
勇
払
川
は
南
に
流
れ
て
太
平
洋
に
、
千

歳
川
や
漁
川
は
北
に
流
れ
石
狩
川
に
合
流
し

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
づ
く
最
終
氷
期
(ウ
ル
ム
氷
期
)

の
あ
と
約
七
酵
に
及
ぶ
海
面
上
昇
に
よ
っ
て

海
が
か
な
り
内
陸
ま
で
入
り
こ
ん
だ
。
こ
れ

が
縄
文
海
進
で
六
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
年
前

と
さ
れ
て
い
る
。
美
々
駅
の
近
く
に
あ
る
貝

塚
は
そ
の
付
近
ま
で
入
海
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の
中
に
現
在
は
北
海

道
に
生
息
し
な
い
暖
流
性
の
貝
類
も
ふ
く
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
気
候
が
現
在
よ
り

や
や
温
暖
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ウ
ト
ナ
イ
湖
は
こ
の
海
進
時
代
の
名
残
り

の
海
跡
湖
で
あ
り
、
湖
の
南
東
に
あ
る
砂
丘

の
列
は
こ
の
海
が
後
退
し
て
ゆ
く
と
き
に
つ

く
ら
れ
た
内
陸
砂
丘
だ
。
さ
ら
に
国
策
パ
ル

プ
付
近
の
海
岸
に
あ
る
砂
丘
は
さ
ら
に
後
に
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こ
の
よ
う

に
ウ
ト

ナ
イ
湖
を
中

心

と

す
る
勇
払

湿
原

は

こ
の
縄
文
海

進

と
海

退

と

に
よ

っ
て
形
成

さ
れ

た

の
だ

。

ウ
ト
ナ

イ
湖

は
や

や
三

角
形

の
面
積

二

・

八
平

方
キ
。
の
浅

い
沼

で
、

深

さ
は
最
大

一
屏

だ
が

、
近
年

は
次

第

に
浅

く
な

り
八
○
弛
ン
と

な

っ
て

い
る
。

こ

こ
に
流

れ

こ
む

の
は
美

々

川

と
オ
タ

ル

マ

ッ
プ

川
、

ト
キ

サ
タ

マ
ッ
プ

.

川

で
、

こ
の
う
ち

美

々
川

は

一
日
三
〇
万

ト

ン
の
水

を
供
給

し

て
ウ
ト

ナ
イ
湖

を
養

い
、

そ

の
南

か

ら
流

れ
出

し
勇
払

川

に
合

さ

っ
て

太

平

洋

に
注

ぐ

。

ウ

ト

ナ

イ

湖

と
上
記

の

河

川
の
流
域

に
は
勇
払

湿

原
が

ひ
ろ
が

る
。

こ

の
地
域

の
大

部
分

は

あ

つ
い
樽
前
火

山
灰

に
お

お
わ
れ

た
過
湿

土
壌

で
、
夏
～
秋

の
降

雨

と
海
霧

に
よ
る
地

下
水

位

の
上
昇

に
よ
り

低

層
湿
原

が

よ
く
発

達

し
、

日
本

の
よ
う
な

火

山
国

に
お

け
る
火

山

灰
土
上

の
発
達

初
期

の
湿

原
植

生
研

究

に
興

味
あ

る

テ
ー

マ
を
提

供

す

る
(橘

・
伊

藤

一
九

八

一
)
。
表
層

に

は

五

〇
弛
ン
に
及

ぶ
泥

炭

層

が
あ

り
、
火

山
灰
層

を

介
在
す

る
。

こ
の
湿

原

で
の
植

生

は

ヨ
シ

・
イ

ワ
ノ
ガ

リ
ヤ

ス

・
ス
ゲ

な
ど

の
群
落

に
特
徴
づ

け
ら

れ

、
流
路

に
そ

っ
て
は

ハ
ン
ノ
キ

ー
ヤ
チ
ダ

モ
林

、
斜

面

に
は

ミ
ズ

ナ

ラ
ー

コ
ナ
ラ
林
が

発
達

す

る
。
高

層
湿

原

は
な

い
が
、

局
部
的

に
ミ
ズ
ゴ

ケ
群
落

が

あ

り
、

エ
ゾ
イ

ソ
ツ
ツ

ジ

や

ワ
タ

ス
ゲ

な

ど
を
含

む
高

層
湿
原

的
要

素

を
も

つ
も

の
も
見

ら

れ
る

。

ウ
ト
ナ

イ
湖

に
は
第

一
号

の
サ

ン
ク
チ

ュ

ア
リ
が

一
九

八

一
年

に
設

け
ら

れ
た
。

日
本
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最

大

の
カ

モ
類

の
集

結
地

で

、
鳥
類

は
ま

れ

な

出

現
種

を

ふ
く
め

一
八

二
種

が
記
録

さ
れ
、

サ

ン
ク

チ

ュ
ア
リ

の

一
九

八
三

年
度
報

告

で

は
年

間

に
四

一
科

、

一
七

八
種

が
観
察

さ
れ

て

い
る
。
湖

の
水
位

低

下

で

シ
ギ
、

チ
ド

リ

類

が
増

加

し
て

い
る
。

そ
れ

で
は
問

題

の
美

々
川

源
流

部
を

訪
ね

て

み
よ

う
。
美

々
駅

の
北

、
駒

里

の
丘
陵

の

間

に
か

こ
ま

れ
る
よ

う

に
V
字

型

の
千
歳

沼

が
あ

る

。
清
洌

な
水
面

に
は

カ

モ
や
カ

ワ

セ

ミ
の
姿

も
見

ら
れ

る
。

こ
こ
か

ら
流
れ
出

し

た
水

は
、

ま
わ
り

の
台

地

の
海
抜

高
度

一
〇

～

一
五

屏

の
あ
た

り
か

ら

こ
ん

こ
ん

と
湧
出

す

る
地

下
水
を

合

せ

つ
つ
、

ゆ

る
や

か
に

コ

ナ

ラ
や

ミ
ズ

ナ

ラ
の
林

の
間

を
流

れ

て
美

々

川
源

流

と

な
る
。
水

深

は

二
〇
袖
ン
位
、

水
中

に
は

一
面

に
オ

ラ

ン
ダ

ガ

ラ
シ

(
ク

レ

ソ
ン
)

の
緑

の
葉
が

そ
よ
ぎ

、

芳

し

い
香

を
放

つ
。

こ

の
源

流

が
さ
ら

に
南
流

し
、
美

沢
川

、

ペ

ン
ケ

ナ
イ
川

と
パ

ン
ケ

ナ
イ

川

の
水
を
合

せ

ウ

ト

ナ
イ
湖

に
注
ぐ

。

こ
れ

ほ

ど
見
事

な
湧

水
源

が

清
洌

な
川

と
な

っ
て
流

れ
る
と

こ
ろ

が

、
都

市

か
ら
わ
ず

か
数

十

分

の
所

に
あ
る

ほ
か

と

い
う

の

は
外

で

は
見

ら
れ

な

い
。

こ
れ

ら

の
地

下
水

源

の
由

来

に

つ

い
て
、

山

口
ら

(
一
九

六
三

)

は
馬

追
丘
陵

に
発

す

る

二
本

の
小
河

川
が

原

野

に
入

る
と
消

失
す

る

の
を

観
察

し
、

こ

の
伏
流

水

に
源
を
求

め

る

の

に
対

し
、
松
下

ら

(
一
九
八

五

)
は
周

辺
丘

陵

地

よ
り

の
天

水

の
滲

透
を
考

慮

し

て

い
る
。

こ
の
美

事
な

美

々
川

源
流

は
東

、
中
、

西

ル
ー
ト

の

い
ず
れ

に
よ

っ
て
も

完
全

に
破

壊

さ
れ

る
。

放

水

路
計

画

に

ふ
く
ま

れ
る
地
域

で
の
植

物
群

落

と
し

て
注

目
す

べ
き
も

の
は
柏

原

の

カ

シ

ワ
、

ミ
ズ

ナ

ラ
、

コ
ナ

ラ
林

、
ウ

ト
ナ

イ
湖
畔

の
ヤ

チ

ハ
ン
ノ
キ
林
、
砂

丘

の

カ
シ

ワ
林

な
ど

で
、

貴
重

種

と
し

て
は

ク

ロ
ビ

イ

タ
ヤ
、

エ
ゾ

ノ
カ

ワ
ジ

サ
、

ク

ロ
ミ
ノ

ウ
グ

イ

ス
カ

グ

ラ
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

ま
た
哺

乳
類

に
は

エ
ゾ

シ
カ

、
キ

タ
キ

ツ
ネ
、

エ
ゾ

ユ
キ
ウ

サ
ギ

、

シ

マ
リ

ス
な

ど

の
ほ

か
各

種

の
ネ
ズ

ミ
、

ト
ガ

リ
ネ
ズ

ミ
が

見

ら
れ

る
。

駒

里

の
低

い
分

水
嶺
を

越

え
た
千

歳

側

に

は
千
歳

川

の
氾

濫

に

よ
る
長
都

沼

や
馬
追

沼

な

ど

の
広

い
沼

が
存

在

し

て

い
た

が
、
多

年

に
わ
た

る
干
拓

の
努
力

に
よ

っ
て
そ

の
大

部

分
が

田
や

畑
地

に
変
換

さ
れ

、
か

つ
て
の
遊

水
池

と

七

て
の
機

能

は
失
わ

れ
る

に

い
た

っ

た

(斉
藤

一
九

八
三

)
。

美
々
川
流
域
保
全
と
千
歳
川
放
水
路

計
画
の
経
緯

つ
ぎ
に
美
々
川
流
域
の
自
然
環
境
保
全
と

千
歳
川
放
水
路
問
題
の
経
緯
を
順
を
追
っ
て

説
明
し
よ
う
。

一
九
七
一一年

六
月
、
道
自
然
保
護
協
会

は

「勇
払
原
野
の
保
全
」
に
つ
い
て
知
事
に

陳
情
。
八
月
、苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
は
「美

美
川
流
域
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
湿
原
の
保
護
」

に
つ
い
て
環
境
庁
に
陳
情
。
こ
れ
ら
を
う
け

道
は
学
術
自
然
保
護
地
区
指
定
を
目
ざ
し
調

査
を
開
始
。
但
し
土
木
部
は
開
発
局
が
千
歳

川
放
水
路
計
画
を
も
つ
こ
と
を
理
由
に
同
意

せ
ず
。
一
九
七
三
年

苫
東
開
発
に
先
立
ち
環
境

庁
と
道
知
事
と
の
間
で
美
々
川

・
ウ
ト
ナ
イ

湖
の
自
然
環
境
保
全
の
概
要
に
関
し
了
解
事

項
を
と
り
か
わ
す
。

一
九
七
四
年

苫
小
牧
市
が

「美
々
川
流

域
の
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
地
域
指
定
」

を
知
事
に
要
請
。

一
九
七
六
年

苫
小
牧
市
は
ト
キ
サ
タ
マ

ッ
プ
湿
原
を
市
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
。

一
九
八
○
年

知
事
は

「ウ
ト
ナ
イ
湖
特

別
鳥
獣
保
護
区

・
美
々
川
自
然
保
護
地
区
」

指
定
を
進
め
た
い
と
答
弁
。

一
九
八
一
年

五
月
、
日
本
野
鳥
の
会
に

よ
り
わ
が
国
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ァ
リ
第

一

号
が
ウ
ト
ナ
イ
湖
畔
に
設
置
さ
れ
る
。

一
九
八
二
年

三
月
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
国

の
特
別
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
る
。
道
は
「美

美
川
自
然
環
境
保
全
地
区
」
指
定
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

国
の
河
川
審
議
会
が
道
開
発
庁
の
意
向
を

う
け
い
れ
、
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
ふ
く
む

「石
狩
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
」
を
決

定
。
九
月
、
開
発
局
は
苫
小
牧
自
然
保
護
協

会
、
野
鳥
の
会
代
表
者
に
計
画
を
説
明
。
美

美
川
自
然
環
境
保
全
地
区
指
定
は
保
留
。

[
九
八
三
年

参
議
院
環
境
部
会
ウ
ト
ナ

イ
湖
視
察
、
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
よ
り
陳

情
。一
九
八
四
年

放
水
路
計
画
が
新
聞
紙
上

で
報
道
。
七
月
、
稲
村
開
発
庁
長
官
が
札
幌

で

「本
年
中
に
ル
ー
ト
を
決
定
し
八
五
年
度

よ
り
具
体
化
す
る
L
と
発
表
、
大
き
な
波
紋

を
起
す
。
自
然
保
護
関
係
者
現
地
調
査
。
九

月
、
道
開
発
庁
八
五
年
度
予
算
に
二
・
五
億

円
計
上
、
八
五
年
度
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

八
六
年
度
着
工
を
う
ち
出
す
。
開
発
局
は
苫

小
牧
、
早
来
、
植
苗
、
駒
里
な
ど
で
住
民
へ

の
説
明
会
を
行
う
。
日
本
野
鳥
の
会

「ウ
ト

ナ
イ
湖
の
危
機
を
会
員
に
訴
え
る
」
緊
急
ア

ピ
ー
ル
を
発
表
。

一
一
月
、
石
本
環
境
庁
長
官
は
上
田
前
長

官
見
解
と
同
じ
く

「西
ル
ー
ト
は
避
け
て
ほ

し
い
」
と
答
弁
。
来
道
の
河
本
道
開
発
庁
長

官
は

「西
ル
ー
ト
は
絶
対
反
対
の
意
見
あ
り
、

東
ル
ー
ト
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
表
明
。

千
歳
、
恵
庭
、
広
島
な
ど
千
歳
川
流
域
の
六

自
治
体
が
放
水
路
早
期
実
現
を
訴
え
る
。
道

自
然
保
護
協
会
は

「ど
の
ル
ー
ト
も
自
然
環

境
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
の
で
計
画
を
再

検
討
す
べ
し
」
と
開
発
庁
長
官
に
要
請
、
環

境
庁
長
官
、
知
事
に
要
望
書
を
提
出
。

一
九
八
五
年

開
発
局
は
各
分
野
に
わ
た

る
自
然
環
境
予
備
調
査
実
施
。
五
月
、
道
自

然
保
護
連
合
主
催

「千
歳
川
放
水
路
反
対
集

会
」
開
催
。

一
九
八
六
年

開
発
局
予
備
調
査
継
続
。

以
上
に
明
か
な
よ
う
に
美
々
川
流
域
の
自

然
環
境
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
を
保
全
し
よ

う
と
す
る
道
と
放
水
路
建
設
を
主
張
す
る
開

発
庁
の
間
で
攻
防
が
つ
づ
け
ら
れ
、
「美
々
川

自
然
環
境
保
全
地
区
」
指
定
原
案
か
ら
美
々

川
源
流
を
除
外
す
る
案
ま
で
出
さ
れ
た
が
、

こ
れ
さ
え
も
現
在
に
い
た
る
ま
で
実
現
は
し
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呑口水門

撫
縁
魅
西

ル
ー
ト

東

ル
ー
ト

石狩川

中

ル
ー
ト

A、
水 門

千

川つ

ノ

帖

て

い

な

い
。

歳

江別市

歳

千
歳
川
放
水
路
計
画
の
概
要

つ
ぎ
に
北
海
道
開
発
局
に
よ
る
千
歳
川
放

水
路
計
画
の
概
要
を
示
す
。
図
2
に
お
い

て
石
狩
川
と
合
流
す
る
江
別
⑳
に
水
門
を
設

け
る
と
と
も
に
、
千
歳
市
大
学
排
水
働
に
呑

口
水
門
を
設
置
し
、
こ
こ
か
ら
放
水
路
を
つ

く
る
。
す
な
わ
ち
大
学
排
水
、
十
四
号
排
水

を
拡
幅
し
、
祝
梅
川
を
経
て
駒
里
丘
陵
部
を

　
ユ

開
削

し

、

美

々
川
源

流

に

い
た

り
、

こ
こ
か

ら

ル

ー
ト

は

つ
ぎ

の
三

つ
に
分

か

れ
、

い
ず

れ

も
勇

払

川
河

口
付

近

で
太
平
洋

に
放
流

す

る
(図

2
)
。

東

ル

ー
ト

遠
浅

川

-
安
平

川

ー
勇
払

川

中

ル

ー
ト

遠
浅

川

-
苫
東

西
北

部

-
勇

払
川

西
ル
ー
ト

美
々
川
ー
ウ
ト
ナ
イ
湖
-
勇

払
川

呑
口
水
門
か
ら
勇
払
川
河
口
ま
で
放
水
路

の
全
長
は
三
五
～
四
〇
キ。、
幅
は
上
流
部
で

三
〇
〇
暦
、
中
流
部
で
四
〇
〇
舜
、
下
流
部

で
四
五
〇
暦
で
あ
る
。

千
歳
川
と
千
歳
川
放
水
路
の
縦
断
面
図
を

図
3
に
示
す
。
千
歳
川
の
河
床
は
合
流
点

⑳
か
ら
八
キ。上
流
ま
で
は
七
五
〇
〇
分
の

一

の
勾
配
で
北
に
傾
く
が
、
こ
こ
か
ら
大
学
排

水
⑬
ま
で
は
平
坦
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
放
水

路
は
全
体
が

一
九
二
五
〇
分
の
一
の
き
わ
め

て
ゆ
る
や
か
な
勾
配
で
太
平
洋
側
に
傾
く
。

平
常
時
に
は
呑
口
水
門
個
を
閉
じ
て
お
く
の

で
千
歳
川
は
従
来
通
り
北
に
流
れ
、
⑳
で
石

ウ トナ イ湖

苫小牧市

C
太平洋

図2千 歳川放水路計画概要図

狩
川
に
合
流
す
る
。
洪
水
時
に
は
千
歳
川
を

石
狩
川
に
排
出
で
き
な
い
の
で
、
水
門
⑳
を

閉
鎖
し
呑
口
水
門
個
を
開
扉
す
る
。
し
た
が

っ
て
千
歳
川
は
逆
に
南
に
流
れ
、
放
水
路
を

経
て
太
平
洋
に
放
流
す
る
。
放
水
路
の
水
深

は
平
常
時
は
二
～
三
后
、
洪
水
時
は
五
～
七

肝
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
千
歳
川
裏
の
沢

地
点
の
計
画
高
水
位
が
現
在
の
標
高
九

・
四

五
団
川
か
ら
標
高
七

・
五
〇
回川
と
約
二
情
下
げ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
洪
水
時
の
水
位
を

ほ
ぼ
背
後
地
盤
の
高
さ
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
千
歳
川
の
洪
水
が
早
期
に
流
下

す
る
の
で
、
内
水
の
自
然
排
水
が
可
能
と
な

り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
千
歳
川
流
域
の
洪
水
を

防
ぐ
と
と
も
に
石
狩
川
本
流
の
洪
水
調
節
に

も
寄
与
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ

こ
で
石
狩

川

水
系
治

水
事
業

を

ふ
り
か

え

っ
て
み
よ

う

(国
府

谷

・
一
九

八
三

)
。

一

八
九

九

(
明
治

三

二

)
年
か

ら

一
〇
年

計
画

で
河

川

調
査

に
乗

り
出

し
た

の
が
初

で
、

一

九
〇

九

(
明

治
四

二

)
年

に
は
計
画
高

水
量

は

八
三

五
〇

%

と
設
定

さ
れ

、

こ
の
値

は
戦

後

に

い
た

る
ま

で
踏
襲

さ
れ

た
が
、

そ

の
総

合

的
な

治
水

事
業

は
漸

く

一
九
四
九

年
以
降

に
開
始

さ
れ
た

の

で
あ

る
。

一
九

六
四
年

に

は
高
水

量

は
九

七
〇

〇
%

と
改
訂

さ
れ
た

が
、

そ

の
後

、

度

か
さ
な

る
水
害

、

と
く

に
開

道

以
来

最
大

と

い
わ

れ
る

一
九

八

一
年

八
月

の

水

害
を

機

に
今

回

の
基
本
計

画

の

一
八
○

○

○
%

に
改

め

ら
れ

た
。

こ
の
間

、
治

水

工
事

は
屈
曲

し
た
河

川

の

直

線

化

に
重
点

を

お

き
、
食
糧
増

産

と

い
う

国
家

的

要
請

も
あ

り
、

多
度
志

、
沼

田
、
新

十
津

川

な

ど

の
河

川
周

辺

の
湿

地
帯

が
水

田

化

さ
れ

、

そ
れ

ま

で
の
遊
水
機

能

は
完

全

に

失

わ
れ

た
。

こ
う
し

て
石
狩

川
は
深

川
市
音

江

か

ら
河

口
ま

で

一
八
九
九
年

に
は
二
ご
二

・
七
キ
。
あ

っ
た

も

の
が
、

一
九
五
五

年

に
は

一
三
五

・
ニ
キ
。
と
、

実

に
五

八

・
五

パ

ー
セ

ン
ト

に
短
縮

さ
れ
た

の
で
あ

る
。

ま
た

こ
の

間

、
治
水

に
と

り
入

れ
ら
れ

た
高
水

工
法

は

高

い
堤

防

の
内
部

に
河

水
を
封

じ

こ
め
、
洪

水
を

一
刻

も

早
く

流
下

さ

せ
る

こ
と
を

ね

ら

い
と
し

た

の
で
あ

る
。

も
ち

ろ
ん

こ
れ
ら

の
方
法

に
よ

り
農
耕

地

が

増
大

し
、

治

水

に
貢

献

し
た

の
は
正
当

に

評

価

さ
れ

る

の
で
あ

る
が

、
そ

れ
と
同

時

に

遊

水
池

を

失

い
洪
水

が

一
気

に
流

下
す

る
た
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め
、

同

じ
雨

量

で
も

洪
水

流
量

が
増

大

し
、

破

堤

の
場
合

に
は
よ

り
大

き

な
被
害

を
招

く

に

い
た

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
こ

に
近

代
的

な

高
水

工

法
技

術

に
は

あ

き
ら

か
な
限

界

が
あ

り
、

わ

れ
わ

れ

は
自

然
河

川

の
力
を

巧

み
に

利

用
し

て
肥

沃

な
沖
積

平

野

の
生
産

を
あ
げ

、

輪
中

な

ど

に
見

ら
れ

る
合

理
的

な
堤

防
技

術

・

を

つ
く

り
出

し

た
先

人

の
道

に
学
ば

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
で

あ
ろ

う
。

註
1
最
近
公
表
さ
れ
た

「
新
千
歳
空
港
周
辺
地
域

計
画
」

(千
歳
市
)
に
は
新
空
港
東
方

で
千
歳

川

放
水
路
が
美

々
川
源
流
部
を
通
る
こ
と
が
明
示

さ
れ

て
い
る
。

放
水
路
計
画
が
自
然
環
境
に

及
ぼ
す
影
響

こ
の
計
画

が

石
狩

-
苫

小
牧

低
地

帯
南

部

の
自
然

環
境

に
ど

の
よ
う

な
影

響
を

与

え
る

か

を
吟

味

し
よ

う
。

ま
ず

第

一
に
考

え

ら
れ

る
の

は
放
水

路

に
沿

う
地

域

の
地
下

水

へ
の

影
響

で
あ

る
。

と
く

に
美

々
川

源
流

は
す

べ

て
の

ル
ー

ト
が
海

抜

四
～

五
団
川
の
高

度

で

こ

こ
を
貫

く

の

で
、

こ
の
付

近

で

一
〇

～

一
五

団
川
か

ら
湧
出

す

る
地

下
水

は
全

部
奪

わ
れ
源

流

は
破

壊

さ
れ

る
。

美

々
川

と
ウ

ト
ナ
イ
湖

を

直

撃
す

る
西

コ
ー

ス
に
よ

る
環
境

破
壊

は

あ
ま

り

に
も
自

明

な

の
で

お
く

と
し

て
、
東

ル
ー
ト

と
中

ル

ー
ト
も

ま
た

美

々
川

の
源
泉

を
奪

い
、
湿
原

の
乾

燥
化

を

促
進

し
、
中

ル

ー

ト
は
柏

原

地
区

の
湿

原

に
も
直

接

の
被
害

を
与

え

る
。

ま
た

コ
ー

ス
周

辺

の
地
下

水
位

を
低
下
せ
し
め
、
勇
払
湿
原
及
び
近
傍
の
植

生
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
計

画
の
中
で
は
、
美
々
川
源
流
の
地
下
水
が
放

水
路
中
に
と
り
こ
ま
れ
な
い
方
策
を
講
ず
る

と
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
甚
だ
疑

問
で
あ
る
。

本
地
域
は
北
海
道
気
象
区
分
で
は
太
平
洋

側
西
部
気
象
区
に
属
し
、
冬
季
は
比
較
的
温

暖
で
降
雪
が
少
く
晴
天
が
多

い
の
に
反
し
、

夏
季
は
雨
量
多
く
、と
く
に
海
霧
が
発
生
(霧

日
数
七
七
日
/
年
)
し
、
日
最
高
気
温
が
三

〇
度
を
超
え
る
の
は
稀
で
、
温
量
指
数
も
五

七

・
二
M
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
米
作
に
と

っ
て
は
き
び
し
い
条
件
で
、
放
水
路
建
設
に

ょ
る
局
地
気
象
の
変
化
に
よ
る
農
業
へ
の
影

響
は
、
と
く
に
早
来
町
の
農
業
関
係
者
の
深

く
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
ル

ー
ト
で
は
安
平
川
に
そ
い
幅
四
五
〇
舜
を
超

え
る
放
水
路
が
切
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
太
平
洋
上
の
海
霧
と
冷
気
が
早
来
方
面

に
運
び
こ
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
釧
路
で
は
海

上
に
発
生
し
た
霧
が
、
春
採
湖
の
凹
所
を
通

っ
て
陸
上
に
移
動
す
る
の
が
よ
く
観
察
さ
れ

る
が
、
放
水
路
も
同
じ
役
割
を
果
す
の
で
は

な
い
か
。

と
く
に
駒
里
付
近
の
低
地
帯
の
分
水
嶺
で

は
深
さ
二
〇
酵
、
幅
五
〇
〇
舜
に
及
ぶ
切
割

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
ウ
ィ
ン
ド

ギ
ャ
ッ
プ
と
し
て
霧
を
千
歳
空
港
方
向
に
引

き
入
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
、
ま
た
冷

気
が
長
沼
町
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の

.米
作
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

洋轡轡
讐 鍵合㈱
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か
?

こ
れ

ら

の
局
地
気

象

の
変
化

は

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

に
よ
り
検

討

さ
れ

る

の
で
あ

ろ
う

が
、

そ

の
評
価

は
困

難

で
か

つ
長
期

の

観

測
を

必
要

と
し

よ
う

。

放

水
路
河

口

に
あ
た

る
苫

小
牧

沿
岸

は

マ

ガ

レ
イ

の
産

卵

地

で
あ

り
、

ま
た

ホ

ッ
キ
貝

の
産
地

で

も
あ

る

。

い
ず

れ

も
淡
水

に
は
弱

く
、
夏

期
洪

水

時
多

量

の
放
水

が
悪

影
響
を

与

え

る

こ
と
を
漁

業

関
係

者

は
憂
慮

す

る
。

ま
た
千
歳

川

と
放

水

路

と
が
切

り

か
え
ら

れ

る

こ
と

に
よ

り

、
千
歳

川
を

湖

行
し

よ
う

と

す

る
サ

ケ

に
障
害

は
与

え

ら
れ

な

い
の
か
?

サ

ケ
ふ
化

事
業

に
悪

影

響

は
で

な

い
の
で
あ

ろ
う

か
。

こ
れ
ら

の
自

然
環

境

へ
の
影

響

に

つ
い
て

は
長
期

間

に
わ

た

る
慎
重

な
観

測

と
調
査

を

ふ
ま

え

て
、

は
じ

め

て
評

価

し
う

る
も

の
で

あ

り
、

こ
の
た

め

の
調
査

は

一
九

八
五
年

度

に
始

め

ら
れ

た

と

こ
ろ

で
あ

り
、
も

と
よ

り

そ

の
結
論

は
出

さ
れ

て

い
な

い
。
さ

ら

に
放

水
路

開
削

で
生

じ
た

一
億

、m
の
土

壌
を

ど

の

よ
う

に
処

分
す

る

か
、

こ
こ

に
ま
た
新

し

い

環

境
破

壊

の

お
そ

れ
が

生
ず

る
。

な

お

こ

こ
で
、
大

規
模

な

自
然

改
造

が

い

か

に
予
測

さ
れ

な

か

っ
た
影
響

を
自

然
環

境

に
与

え
る

か

に

つ

い
て
は
、

ナ
イ

ル
河

の

ア

ス

ワ
ン

・
ハ
イ
ダ

ム
の
建

設

に
と
も

な
う
環

境
変

化
を

他

山

の
石

と
し

て
学

ぶ
必
要

が
あ

ろ

う

(国
』

7
震

喜
鋤
三

卿

ζ
ヒ

●=
窃
ゲ
皇

曽

①
畠
QD
鴇
一
り
OQ
鉾

竃
●≦
、●=
o
一σq
亀
①

簿

動
一.
国
亀
ρ

一
㊤
。。
卜。
)。

こ
の
ダ

ム

に
よ
り
ナ
セ
ル
湖

が
完

成

し
、

こ
れ

に
よ

っ
て

一
〇
万

ヘ
ク
タ

ー

ル
の

耕

地
が

新

た

に
う

ま
れ

、
洪

水

の
防
止

に
大

き
な
貢

献
を

し
た

反
面

、
栄

養
分

を

ふ
く
む

泥

土

の
供
給

が

と
ま

っ
た
た

め
、

新
た

に
肥

料
散

布

の
必

要
が

起
り

、
土
壌

の
塩
害

が
拡

大

し
、
泥

土

供
給

不
足

に
よ

る

デ

ル
タ
の
侵

食

が
始

ま

っ
た
。

ま
た

ナ
セ

ル
湖

で

の
淡

水

漁
業

が
盛

ん

に
な

っ
た

の

に
反
し

、

デ
ル
タ

北
方

の
地

中
海

か

ら
イ

ワ
シ

、
甲
殻

類
が

姿

を
消

し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た

。

さ
ら

に

従

来

な

か

っ
た
地
震

が
近

年

、
ナ

セ

ル
湖

周

辺

で
起

っ
た

の
も
、

五
〇

〇
キ
。
に
及

ぶ
こ
の

長
大

な
湖

の
形

成

に
関

連

す

る
と

の
見
解

も

一
部

で
行

わ
れ

て

い
る
。

多
数

の
科

学
者

の
事

前

の
予

想
を

超
え

、

大

規

模

な
自

然

改

造

に
伴

な

っ
て
現

わ
れ

た

影

響

を

見

る

に

つ
け

て
も

、
千

歳

川

放

水

路

の
計
画

に
あ

た

っ
て
も
慎
重

な

対
応

が

要
求

さ
れ

る

こ
と
が
明

ら

か

で
あ

る
。

水
害
を
防
止
す
る
た
め
に

こ

の
よ
う

に
放
水

路

は
自

然
環

境

に
大

き

な
影

響
を

与

え
る

の
み

な
ら
ず

、
恵

ま

れ
な

い
気

象
条

件

の
も

と
に
営

々
と
築

き
上
げ

た

農

耕

地
や
牧

草

地
を
奪

い
、
所

有
地

を
分

断

す

る

こ
と

に
よ

り

こ
の
地
域

の
農

民

に
甚

大

な

被
害

を

与

え
、

一
四
〇

〇
診

に
も
及

ぶ
潰

地

を
生

じ
経
済

的

損
失

も
巨

額

に
上

る

。

果

し
て
本
計

画

は
水

害
防

止

の
キ

メ
手

に

な

り
う

る

の
か
?

さ
き

に

の

べ
た

よ
う

に
、

「
高

水
位

を
七

・
五
〇
団
川
に
引

き
下
げ

洪

水

時

の
水
位

を

ほ
ぼ
後

背

地
盤

の
高

さ
に
抑

え

る
」

と

し

て

い
る

が
、

図

3

の

縦

断

面

図

が
示

す
よ

う

に
千
歳

川
両

岸

の
地
盤

は
大

部

分
計
画

水
位

よ

り
低

く

、
し

た
が

っ
て
洪
水

時

に
支

流
河

川

の
千

歳

川

へ
の
流

入
は

不
可

能

で
あ
る
。

ま

た
計
画

は

「
石

狩

川
本
流

の
洪

水

調
節

に
も
寄

与
す

る

」

と

の

べ
て

い
る

が
、

八

一

年

水
害

の
際

も

千
歳

川

へ
の
逆
流

に
よ

り
石

狩

川
本

流

の
洪

水

が
防
止

さ
れ
た

こ
と

か
ら

も
明

ら
か

な
よ

う

に
、
洪

水
時

水
門

四

を
閉

鎖

す

る

こ
と

に
よ

り
、

石
狩

川
本
流

の
水
面

は
上

り
洪
水

の
危
険

が

増
大

す
る

の

で
あ

る
。

さ
ら

に
本

計

画

は
、
他

の
す

べ
て

の
案

を

検

討

し
た
結

果

で

て
き

た
唯

一
の
途

で
あ

る

こ
と
を

強
調

し

、

か

つ
そ

の
完

成

に
は

二
〇

年

以
上

を
要

す

る

こ
と
を

明

ら
か

に
し

て

い

る
。
果

し

て
し

か

ら
ば

、
千
歳

川
流

域

の
住

民
は
今

後

さ
ら

に
二
〇
年

間

以
上

、
水
害

の

苦

し

み
か

ら
逃

れ

ら
れ

な

い
で
は
な

い
か
。

そ

も
そ
も
本

計
画

は
石

狩
川
系

河

川
全

体

の
治
水

計
画

の

一
環

と

し

て
出
た

も

の
で
あ

る
。
放

水

路

方

式

と

比

較

す

る

も

の
と

し

て
、
石

狩
川
を

樺

戸

山
地

の

一
二
〇
本

の
ト

ン
ネ

ル
で
放

水

す

る
案
を

は

じ
め
、
堤

防

の

改

修
、

ニ
キ
。
の
引

堤

、

一
〇
〇
平

方

キ
。
の
遊

水

池
、

一
四

〇
〇

蜷

の
ポ

ン
プ
案

等

々
を

あ

げ

、

こ
れ

ら
す

べ

て
が
不

可
能

で
あ

る

た
め

放

水

路
を

と
ら

ざ

る
を
得

な

い
と

の
論
旨

を

進

め

て

い
る
。
荒

唐
無

稽

な
樺

戸
ト

ン
ネ

ル

　
　案

は
論
外

と
し

て
、

そ

の
他

の
案

は

い
ず

れ

も

一
考

に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

し

か
に

い
ず

れ

も

一
案

の

み
で
石

狩
川

と
千

歳
川

の

治

水
を
賄

う

こ
と
は

不
可
能

で
あ

る
が
、

こ

れ

ら

の
案

の

い
く

つ
か
を

組

み
合

せ

て
用

い

る

こ
と

に
よ

り
千

歳
川
放

水

路
計

画
は
無

用

と

な

る

こ
と
を

つ
ぎ

に
示
し

た

い
。

第

一
に
石
狩

川

・
千
歳

川
流

域

に

い
く

つ

か

の
遊
水

池
を

設

け

る
。

長
都

沼

、
馬
追
沼

な

ど
が
干

拓

さ
れ

た
現
在

、

こ
れ

ら
を
常
時

遊
水

池

と
は

な
し
得

な

い
が
、

水
害

に

つ
よ

い
作
物

の
選
定

や
水

害
時

に

た
え

る
建
築

、

上
下

水
道

の
完

備
を

は

か
り
、

水
害

時

に

一

時
的

な
遊

水
池

と

し

て
活

用
す

る
方

法
を
考

え

る
。

こ

こ
に
は
公

共
施

設
を

優
先

的

に
建

て
、

ま
た

建
築

へ
の
補
助

、
税

制
上

の
優
遇

.

措

置
等

々
キ

メ
細

か
な
対
応

を

行
う

。

第

二

に
石
狩

川
本
流

の
水

位

を
下
げ

る

た

め

に
、
河

口
近

く

の
石
狩
町

親
船

に
幅

三
〇

〇

団
川
、
長

さ
四
〇

〇
管

の
放

水

路
を

つ
く
り

、

洪

水
時

流
出

断
面

積
を

拡
大

す

る
(
図
4
)。

第
三

に
高

性
能

を

も

つ
大

型

ポ

ン
プ

水
車

を

江
別

の
合

流
点

に
設

置

し
、
千

歳
川

の
洪

水
を

石

狩
川

に
排

水
す

る
。

「
石
狩

川
放

水
路

案
」
は

か
ね

て
か

ら
考

慮

さ
れ

て

い
た

も

の
で
あ

り
、

ポ

ン
プ
水
車

案

は

開
発
局

に
よ

っ
て
否
定

さ

れ
た

も

の
で
あ

る
が

、
最

近

、
工
学

院
大

学
教

授
安

信
啓

氏

が
衆

参

両
院

議
長

に
提
出

し

た
請
願

書

(
一

九

八
五

年

一
月

二
〇

日
及
び

八
六
年

二
月

二

六
日
付

)

に
お

い
て

こ
の

二
件

に
関
し
明
快

に
述

べ

て
お
ら
れ

る

の
で
、

こ
れ

を

つ
ぎ

に

紹

介
す

る

。

石
狩

川
放

水
路

石
狩
川

は
河

口
近

く
で

直

角

に
曲

り
海
岸

に
平

行

に
三

・
五
キ
。
流

れ

日
本
海

に
注

ぐ
。

こ
の
た
め

こ
の
付
近

で
は
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泥
土
の
堆
積
が
い
ち
じ
る
し
い
の
で
図
4
に

示
す
よ
う
に
親
船
に
幅
三
〇
〇
団川
、
長
さ
四

〇
〇
暦
、
平
均
水
深

一
二

・
五
舜
の
放
水
路

を
つ
く
り
、
洪
水
時
流
出
断
面
積
を
拡
大
す

る
。

一
九
八

一
年
洪
水
の
前
の
一
九
七
九
年

と
、
洪
水
の
直
後
に
石
狩
川
河
床
を
開
発
局

が
測
定
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
図
5
の
よ
う

に
河
口
よ
り

一
〇
〇
団
川上
流
で
洪
水
時
に
は

流
出
断
面
積
は
二
倍
近
く
に
な

っ
た
。
し
た

が
っ
て
放
水
路
を
つ
く
り
流
出
断
面
を
拡
大

し
た
場
合
、
大
き
な
流
量
を
も
つ
水
力
に
よ

り
順
次
上
流
の
流
出
断
面
が
拡
大
す
る
結
果
、

例
え
ば
江
別
の
石
狩
大
橋
で
の
洪
水
時
の
水

位
は
三
酵
の
低
下
が
期
待
さ
れ
る
。
漫
布
の

後
退
現
象
か
ら
み
て
も
こ
の
推
定
は
妥
当
で

あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
安
信
氏
は
大
型
ポ
ン
プ
水
車
に
よ

る
放
水
所
を
千
歳
川

・
石
狩
川
の
合
流
地
点

に
設
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
放
水
路
計
画

を
実
施
し
な
い
場
合
、
洪
水
時
に
長
沼
町
付

近
の
水
位
を
標
高
六

・
○
層
に
保
と
う
と
す

れ
ば
、
合
流
点
の
水
位
は
水
門
を
閉
じ
た
と

き
標
高
三

・
○
酵
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
石
狩
川
本
流
の
洪
水
時
最
高
水
位
は

一

図4石 狩川放水路案
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昭和54年
の河床

図

5

56年8月 洪水

直後の河床

昭

和
56
年
8
月
洪
水
前
後

の
河
床

(河

口
よ
り

一
〇
〇

M
)

300M20010050

九

・
二
三
屏

(八

一
年
八
月
六
日
)
で
あ
っ

た
か
ら
、
千
歳
川
と
石
狩
川
の
水
位
差
は
約

六
～
七
舜
と
な
る
の
で
、
千
歳
川
の
水
を
石

狩
川
に
排
水
す
る
の
に
は
、
最
大
揚
水
量
三

〇
〇
～
四
〇
〇
%
の
大
型
ポ
ン
プ
水
車
三
台

を
洪
水
放
出
所
に
設
置
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の

総
工
事
費
は
五
〇
〇
億
と
見
込
ま
れ
る
。

つ
ぎ
に
そ
の
た
め
の
電
気
料
金
は
、
常
時

継
続
的
に
電
力
を
供
給
す
る
工
場
等
の
場
合

と
異
な
り
、
数
年
に
一
回
位
数
十
時
間
し
か

使
用
し
な
い
特
殊
緊
急
用
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
は
る
か
に
低
額
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
安
信
氏
の
私
見
で
は
、
洪
水
放
出

所
用
の
電
気
料
金
は
引
込
線
の
コ
ス
ト
に
、

電
気
会
社
間
の
緊
急
特
別
電
力
料
金
を
加
え

た
程
度
、
す
な
わ
ち
基
本
料
金
は
現
行
の
十

分
の

一
程
度
で
よ
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
公
益
事
業

部
の
担
当
官
も

「北
海
道
知
事
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
新
料
金
制
を
検
討
し
て
も
よ
い
」

と
言
明
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
開
発
局
案
で
は

経
済
的
に
全
く
不
可
能
と

一
蹴
さ
れ
て
い
る

機
械
排
水
案
が
現
実
的
な
も
の
と
な
る
。
当

然
こ
れ
ら
の
計
画
立
案
、
実
施
に
あ
た
っ
て

は
電
気
技
術
専
門
家
の
関
与
が
必
要
で
あ
ろ

う
。安
信
氏
が
多
年
の
研
究
と
経
験
か
ら
得
ら

れ
た
成
果
に
も
と
つ

い
て
、
き
わ
め
て
適
切

な
提
案
を
請
願
の
形
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
開
発
庁
.

が
こ
れ
を
率
直
か
つ
真
剣
に
検
討
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

註
2
北
大
工
学
部
神
山
桂

一
教
授
に
樺
戸
ト
ン
ネ

ル
に

つ
い
て
の
計
算
を
し
て

い
た
だ

い
た
と
こ

ろ
、
内
径

一
〇
拶
、
水
位
○

・
九
四
d
と
す

る

と
、
流
速
は
二

・
七
三
,%
、
最
大
流
量
は
二
〇

八

・
八
%

と
な

る
。
こ
の
計
算
通
り
で
あ
れ
ば
、

石
狩
川
か
ら
千
歳
川
最
大
流
量

一
四
〇
〇
%
を

分
水
す
る
の
に
は
、

一
二
〇
本
で
は
な
く
七
本

の
ト

ン
ネ

ル
で
足
り
る
こ
と

に
な
る
。

お

わ

り

に

本

計
画

に
よ

る
自

然
環

境

へ
の
影

響

に

つ

い
て

の
わ
れ

わ
れ

の
懸

念

に
対
す

る
答

え
が

全

く
出

さ
れ

て

い
な

い
こ

と
は

つ
ぎ

の
よ
う

に
明
ら

か

で
あ

る
。

国
会

法

に
よ
り
参

議
院

議
長

宛

に
出

さ
れ

た
小

笠
原

貞

子
氏

の

「
千

歳

川
放

水
路
問

題

に
関

す

る
質

問
主
意

書
」

に
対
す

る
返
答

の
中

で
「
(放
水

路

の
建
設

に

よ

る
…

…

)
影

響

に

つ
い
て

は
現
在

、
調
査

、

検

討
中

で
あ

る
」

と
述

べ
具
体

的
な

見
解

は

示

さ

れ

て

い
な

い
。
そ

れ

に
も

か

か
わ
ら
ず

、

こ
れ

ら
が
全

く

不
明

の
段

階

で
あ
く

ま

で
早

期

着

工
を
強

行
す

る
姿

勢

は
非

科
学

的

、
非

民

主

的
な
行

政

の
あ

り
方

と

い
わ
ざ

る
を

得

な

い
。

よ

っ
て
わ
れ

わ
れ

は
、

一
九
八

五
～

八
六

、

年

に
行
わ

れ

る
基

礎

調
査

の
結
果

を
公

開
し

、

各

方

面

の
専

門

家
を

交

え

て
、
千

歳
川
放

水

路
計

画

に
関
す

る
根
本

的
な

見

な
お

し
を
行

う

こ
と
を

強
く
要

望

す

る
。

こ
れ

と
と

も

に
、

こ

こ
に
提

案

さ
れ
た
遊

水

池
、

石
狩

川
河

口

の
放
水

路

、
ポ

ン
プ
水

車

に
よ
る
排

水
、

そ

の
他

可
能

な
方

法
を
検

討

し
、
順

次

こ
れ

を
実
行

に
移

し

、

二
〇

年

を

ま
た
ず

に
水

害
を

防
止

す
る

こ
と
を

要
請

す

る
。

お

わ
り

に
種

々
ご

教
示
を

い
た

だ

い
た
安

信

啓
、

国
府

谷
盛

明

、
門
村
浩

、
北

条
紘

次
、

伊
藤

浩

司
、
辻
井

達

一
、
内
山
勝

人
、
松
下

勝

秀

の
諸

氏

に
御
礼

申

上
げ

る
。

(協
会
会
長
)
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国
府

谷

盛

明

、

一
九

八

三

千
歳

川

放

水

路

で

水

路

で
水

害

が
防

げ

る

か

北

海

道

経

済

一
五

～

;

二

松
下

勝

秀

・
小

原
常

弘

、

一
九

八

五

北

海

道

の
水

資

源

ー
地

下
水

を
中

心
と

し

て

九
八

頁

、
地

下

資

源

調
査

所

斉
藤

万
之

助

、

一
九

八
三

北

海

道

に
お

け

る

湿
原

の
干

拓

北
海

道

の
自

然

二

三

号

五

一
～

五
七

橘

ピ
サ

子

・
伊

藤

浩

司
、

一
九
八

一

勇

払
湿

原

の
植

物

生

態

学

的
研

究

環

境

科

学

四

一
三

～
七

九

内

山

勝

人

、

一
九

八

五

野
鳥

の
聖

域

ウ
ト

ナ

イ

湖

が

あ

ぶ
な

い

経
済

二
四

九

、

二
五

〇

、

二
五

一
号

山

口
久

之

助
他

、

一
九

六
三

北

海

道

水

理

地

質

図

幅
説

明
書

苫

小
牧

・
室

蘭

五

一
頁

地

下

資

源

調
査

所
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